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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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奈良女子大学生協×近畿大学

きんなら交流会
取り組み概要
日時：11/19 10:00~15:00
場所：奈良女子大学食堂
参加者数や組合員の反応：43人

POINT.1

今年4月にオンラインでの開催があり、今回で２回目のきんなら交
流会となりました。今回、初めて対面での開催となり、両大学の運営
メンバーを中心に、交流会をつくりあげていました。大学間、学年間
の壁を越えて、お互いの活動の良さを共有し、吸収しあいながら交流
することができていました。グループワークを積極的に取り入れ、対
面だからこその、話しやすい、意見を出しやすい雰囲気づくりができ
ていました。

継続的な連帯のつながり

POINT.2

各会員が行っている取り組みについて、企画長自身が取り組みに対
する想いや工夫した点などを発表する分科会が行われました。取り組
み概要だけではなく、その背景についても知ることができる発表内容
となっていました。また感想交流の際には、発表者と参加者が共に活
動の振り返りや新たなアイデアについて話し合いました。相互交流を
通して生き生きと活動しながら、理解や考えを深めることができてい
ました。

相互交流が活発な分科会

背景や概要：お互いの学生委員会活動の
良さを吸収し合い、これからの活動のモ
チベーションを高める目的であった。セ
ミナーや連帯の楽しさや大切さを知り、
他大学がどのような活動をしているのか
を学ぶ機会となっていた。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 鈴木英・辻本瑞貴 ] 
Suzuki.Hana@univ.coop

Tsujimoto.Mizuki@univ.coop

POINT.3

分科会全体の感想交流、新学期活動や通常活動のテーマに応じて自
由に話し合うグループワークが行われました。メモを取りながらも、
活発な意見交流ができていました。これから新学期に向けて活動して
いくにあたり、活動に対する想いを共有することで、学生委員活動へ
のモチベーションの向上にもつながっていました。グループワークを
通して、会話を楽しむ学生委員の姿があり、とても素敵な交流会と
なっていました。

話が絶えない！グループワーク！
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